
４．企業におけるスポーツツーリズムの現状・課題の紹介
～FunTrails Round 秩父＆奥武蔵 100K/30Kの事例から～

FunTrails合同会社 奥宮俊祐氏



スポーツツーリズムの現状・課題



昭和54年6月18日生

埼玉県在住

中学・高校・大学と陸上部で長距離を続ける。

大学（東海大）では､箱根駅伝を目指すが、選手にはなれず、挫折を経験する。

25歳の時に、心臓に感じた違和感の原因が不整脈と判り、手術を受け完全回復。
快適に走れる喜びを初めて味わい、走りの楽しさを再確認。

その年、初めて日本山岳耐久レース
（ハセツネ）を走り、3位入賞。それ
以来､トレイルランニングに全力を注
ぐようになる。

2015年3月から「FunTrails」を立ち
上げプロトレイルランナーとして独
立。同年10回目の挑戦でハセツネ 初
優勝。
国内外のレースに参戦しながら、ト
レイルラン大会を主催、プロデュー
スしている。

自 己 紹 介



〜FunTrailsが目指す大会〜

Discover The FunTrail Run

トレイルランを通じて、皆様の楽しいを実現したい。

関係する全ての人・地域が楽しめる大会︕

選手だけが楽しい︕ではなく、環境に優しく、

ハイカーとトレイルを共有し

スタッフも楽しめる。

人と地域が一体となり盛り上がる大会を目指します。

大 会 理 念



大会名称︓第９回FunTrails Round 秩父＆奥武蔵 100K/30K
（略称︓ＦＴＲ秩父＆奥武蔵100K/30K）

1. 主催︓第9回FTR秩父＆奥武蔵実行委員会
2. 企画・運営︓ FunTrails合同会社
3. 協賛︓オフィシャルパートナー︓adidas TERREX

リポビタンSports、Palatinose、ATHLETE Q10、皆野病院、PROSARICH、 ARChMAX、ALL SPORTS COMMUNITY、
GARMIN、New-HALE、PETZL、鈴廣かまぼこ、サカナのちから、フクダ電子、rig footwear、MEDALIST、Pokkem、
ひじり整体院、佐藤スポーツ、さかいやスポーツ、秩父やまなみチーズ工房、源作印、LUC＋/明日香野GUNZE

4. 運営協力︓
一般社団法人埼玉県山岳・スポーツクライミング協会、清水金物、
ワタナベサービス企画トヨタレンタリース埼玉、ネクストギアーズ、
環境管理センター、丸信

5. 後援
スポーツ庁、埼玉県、秩父市、秩父市教育委員会、秩父観光協会、秩父商工会議所、
飯能市、飯能市教育委員会、奥むさし飯能観光協会、横瀬町、横瀬町観光協会

6. 協力チーム
埼玉大井ランニングクラブ、RUN PEACE、Bukka Sky Club、SUNNY SIDE、
RUN塾、かまくRUN、丸の内駈山部、あしラボ、彩の国ウルトラプロジェクト、Team FunTrails

7. 日時および会場
前日受付︓2023年11月17日(金)
大会当日︓2023年11月18日(土)〜11月19日(日)
会 場︓羊山公園（前日受付、スタート および フィニッシュ）





FTR秩父
＆奥武蔵

県外から

参加 交流・関係
人口増加

移住促進

宿泊消費

飲食消費

観光消費
お土産

消費

大会運営関
係消費

地域の

観光PR

地域の

自然活用

SNS

発信
開催地にある自然や施設を活用し

大会運営に関わる物品を現地で消費し

また、そこに集まる選手やスタッフが、

観光を楽しみ、地域の皆様と交流し

交通や宿泊、飲食、お土産品購入など

地域経済に貢献し

その体験をSNSなどで発信し

地域の魅力を五感をフル活用して

楽しんでいただくこと。

F u n Tr a i l s が 考 え る ス ポ ー ツ ツ ー リ ズ ム と は



① 選手エントリー人数
• FTR100︓761名
• FTR30︓745名
• 合計︓1,506名

② ボランティア参加人数
• 306名

③ 合計
• 1,812名

選 手 ・ ス タ ッ フ 人 数



都道府県 男性 女性 合計 都道府県 男性 女性 合計

北海道 16 6 22 山梨県 6 0 6
青森県 1 0 1 長野県 15 2 17
岩手県 4 1 5 岐阜県 5 0 5
宮城県 8 2 10 静岡県 16 1 17
秋田県 2 1 3 愛知県 21 3 24
山形県 2 0 2 三重県 1 0 1
福島県 4 0 4 滋賀県 4 0 4
茨城県 39 5 44 京都府 2 1 3
栃木県 14 3 17 大阪府 6 1 7
群馬県 30 2 32 兵庫県 6 0 6
埼玉県 247 34 281 奈良県 2 0 2
千葉県 95 20 115 和歌山県 0 1 1
東京都 471 90 561 岡山県 1 0 1

神奈川県 189 33 222 徳島県 0 1 1
新潟県 14 0 14 福岡県 2 2 4
富山県 10 1 11 熊本県 1 0 1
石川県 4 1 5

都 道 府 県 別 参 加 人 数
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参 加 者 数 の 変 化
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参加者人数の変化



課 題

開催地域との繋がりが、まだまだ弱い。

参加者人数が伸び悩んでいる。

西日本からの参加者がやや減少。

海外への告知ができていない。

海外選手の対応が手薄。経験が少ない。

大会による経済効果を測れていない。

埼玉県の協賛企業が少ない。




